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Nature Video 解説サイト公開から 1 年
　筆者の担当する演習（ゼミナール）において、英
国科学雑誌 Nature がウェブサイトで公開している動
画サイト（Nature Video）に日本語解説ページのコン
テンツを提供する計画があり、その取り組みについ
ては昨年度の法政大学多摩研究報告で述べたとおり
である（藤田 2016）。この活動は継続した取り組みと
して演習の内容に組み込まれ、順調におよそ 1 年が
経過したので、ここまでの活動をまとめる。
　Nature に掲載された最新の研究論文のうち、Nature
編集部で選定した論文の内容がおおむね 5 分以内の
動画として作成され、これらの動画は YouTube でチ
ャンネルとしてカテゴライズして公開 A）されている。
この YouTube のサイトには Nature のみでなく、関係
雑誌である Nature Astronomy や Nature Reviews Disease 
Primers に掲載された論文などからの動画もあわせて
公開されている。論文の内容がそのまま動画になっ
ているわけではなく、専門分野について知識のない
視聴者にも理解しやすいような構成となっている。ニ
ュース性の高い論文や市民の間で話題になりそうな
論文の内容が簡潔に説明された動画サイトであり、チ
ャンネル登録者数は約 196,000 となっている。同類の
YouTube チャンネルには Science Magazine（チャンネ
ル登録者数：約 42,000）や Scientific American（約
129,000）が開設しているものもあり、科学コミュニ
ケーションのツールとして重要な位置を占めている
と考えられている。類似した YouTube チャンネルに
比べて Nature Video のチャンネル登録者数は多く、よ
り詳細な分析が必要ではあるが、高品質な動画と扱
われている分野の幅広さが多くの登録者の原因と考
えられ、このようなサイトに関連して科学コミュニ
ケーションの研究や取り組みを進めることは意義が
あるものと考える。
　非常に多くの登録者数を集めている動画サイトで
あり、英文の字幕も表示することができるようにな
ってはいるが、ナレーションが英語で制作されてい
ることもあり Nature Japan によると日本からの視聴者
は非常に少ない。
これまでの解説記事
　筆者の担当しているゼミナールでは、Nature Video
を日本における科学コミュニケーションツールとし
て活用するため、日本語の解説文を作成するプロジ
ェクトを Nature 日本法人（Nature Japan）とともに企
画し、着手した。ゼミナールでの教育的な目的は、科
学コミュニケーションのツールを開発することであ
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る。具体的には、Nature Video の動画を解説した日本
語記事を高校生以上の市民が読むことによって科学
への関心を深め、関連する内容をより深く理解する
ための行動に移ることを手助けするツールを提供す
ることである。そのため、このプロジェクトでは、ゼ
ミナールで作成した動画解説の記事を読んだ後、次
のステップがあらかじめ用意されている方が効果的
であると考えた。
　Nature に掲載された記事のうち、特に社会に対する
インパクトが大きいと編集部で判断した記事が日本
語に翻訳され、月刊誌である Nature ダイジェスト B）
が発行されており、国内の理系大学の研究室だけで
なく、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）等で
も購読されている。この Nature ダイジェストの記事
が解説記事の読者にとっての次のステップとなるよ
う、日本語の解説を付ける動画の選定は Nature ダイ
ジェストで扱われた内容にすることとした。
　ゼミナールで作成した解説記事は、Nature ダイジェ
ストのウェブページ内に「教材活用事例」として公
開 C）されており、おおむね 1 ヶ月に 1 本の記事を提
供している。トップページに最新解説記事のタイト
ルと要約が示されているためアクセスしやすいほか、
ほかのページとデザインも統一されており、読まれ
やすい環境が整えられている。
　これまでに公開されているタイトルを紹介（【　】
は記事のリードを示した）すると、
・彗星は太陽系の歴史を知っている
　【欧州宇宙機関（ESA）の探査機ロゼッタがチュリ
ュモフ・ゲラシメンコ彗星に接近し、着陸機フィ
ラエの着地を成功させた。詳細な観測から地球の
水と彗星の水は起源が異なっていること、予想外
に大量の酸素が存在することなどが明らかになった】
・化石人類「ホビット」の歴史を紐解く
　【身長 1 メートルほどの身長で、インドネシアのフ
ローレス島に住んでいた化石人類の「ホビット」。
この人類よりもさらに古い人類の化石が同じフロ
ーレス島で発見された。ホビットがこんなにも小
柄だった理由や、本当に石器を作っていたのかな
ど、いくつかの疑問が明らかになりつつある】
・ついに捉えられた重力波
　【人類はついに重力波を観測した。アインシュタイ
ンの理論を裏付けるこの観測結果は、ニュースで
も大きく取り上げられた。重力波は日常生活では
実感できないが、非常に大きな質量によって時空
が伸びたり縮んだりした「ゆがみ」が波となって
伝わったものだ。重力波はどのようにして捉えら
れたのだろうか】
・脳の地図を作り上げる
　【私たち人間の中で体重のわずか 2 パーセントしか
ない脳。しかし、現代科学でも脳についてはいま
だに謎が多い。「脳のどの部分が、どんな活動をつ
かさどっているのか」を明らかにすることは脳神
経科学者の夢だ。最近、大規模研究プロジェクト
の成果として、最新の「脳地図」が得られた】
・すぐ近くにもあった太陽系外惑星
　【太陽にもっとも近い恒星プロキシマ・ケンタウリ
に惑星が存在していることが明らかになった。宇
宙空間では「すぐ隣り」にある惑星系ということ
になるが、その惑星はどのような環境なのだろう
か。生命体が存在する可能性はあるのだろうか。新
たに見つかったこの太陽系外惑星に寄せられる期
待は大きい】
・あなたの実験結果、再現できますか？
　【研究の成果としての科学論文には、ほかの研究者
が結果を検証できるように実験方法を明記する。必
要な実験装置と必要な技術さえあれば、その結果
は誰もが再現できるはず、と多くの人は信じてい
るのではないだろうか。しかし、実際はそうでは
ないという衝撃的な現実が明らかになった】
・ありがとう、プランクトン！
　【水を漂うプランクトン。映像で紹介されているよ
うに、じつに多様な形と色をした生き物たちだ。水
の中に生きる小さな生き物たちの世界を身近な存
在とは言えないが、プランクトンは私たちの生活
をさまざまな面から支えている。小さなプランク
トンに大きな感謝を捧げよう】
・探査機の行く手は惑星プロキシマ b
　【太陽系外惑星のプロキシマ b が発見されたのは
2016 年。生命体の存在を期待できるハビタブル・
ゾーンにあるこの天体を直接探査する「ブレーク
スルー・スターショット計画」。これまでの探査衛
星とは何が違うのか、計画実現のためにはどのよ
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図 1　Nature ダイジェスト「教材活用事例」に掲載されているもの
　ガラス作品を３Ｄプリンターで作成する技術の開発について解説している。「学生との議論」では、ガラスの利用法として、高
レベル放射性廃棄物の処分方法について述べている。
　全文は http://www.natureasia.com/ja-jp/ndigest/video/contents/12 で確認できる。
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うな技術が必要となるのかを探る】
・身近な遊びを科学技術に応用する
　【研究者は新しい観測事実の発見のため、あるいは
よりよい理論を考え出そうと日々工夫や努力を重
ねている。ときには、日常の生活や子どもの頃の
遊びの経験が新しい技術開発の種になることがあ
る。おもちゃの「ぶんぶんゴマ」に発想を得た技術
が、開発途上国の医療に役立つ事例を紹介しよう】
・石器を「つくった」サルの話
　【「鋭い縁の薄い石器は初期の人類がつくったもの」
というストーリーは、書き換えなければならない
ようだ。初期の人類の遺跡に残っている石器とよ
く似たものを、オマキザルもつくっていることが
発見された。オマキザルは偶然つくってしまっただ
けなのか、それとも意図的につくったのだろうか】
・宇宙初期の「地図」作成から 25年
　【宇宙のあらゆる方向から届くマイクロ波背景放
射。このマイクロ波を全天で観測を行った COBE
の観測から今年で 25 年が経った。映像では、計画
を進めた研究者がどれほど期待を込めて研究を進
めたかが収録されている。COBE から Planck 衛星
まで、宇宙論にどのような進展があったのか、振
り返ってみよう】
・3Dプリンターでガラス造形物をつくる
　【化学の実験室にある、らせんを描くガラス管や枝
のついた複雑なガラス製品は、専門の技術者が製
作したもの。美しいガラス工芸品も芸術家の独創
性に培われたものだ。現在、さまざまな分野に急
速に普及している 3D プリンターで、複雑な形をし
たガラス作品を作るという手法が開発された】
となっており、読まれやすいようなタイトルやリー
ドを作成した。前述のような記事の選定基準を満た
しながら、できるだけ幅広い分野になるようにして
いるが、現時点では天文学関係の記事にやや偏りが
ある。
記事の構成の工夫
　これらの記事は、単なる解説記事ではなく、教育
現場でも活用できるように、学生・生徒が関連する
どのような話題に関心をもつかを事例として示して
いる点も特徴である。Nature Video の解説として書か
れた記事のほか、「学生との議論」として、実際にゼ
ミナールでこの動画の内容を理解するための講義を
行ったさいに、学生たちがどのような内容に関心を
もったのか、知りたいことはなんであったかを記載
している。この部分に述べている内容は、SSH 校で
の学習や大学初年度の一般教養レベルの学生に対し
て広く関心をもつ話題であり、指導者側の参考にも
なると考える。
　さらに Nature Japan から、毎回 2名の学生のコメン
トを氏名と顔写真を添えて掲載してはどうかとの提
案があった。ゼミナールで独自に作成したホームペ
ージではなく、第三者のホームページに掲載される
ことから、このプロジェクトに参画している学生た
ちのモチベーションの向上にも繋がると期待しての
ことであった。
　経済学部に在籍する学生は、科学研究の成果が現
実世界にどのように影響するのか、あるいはどのよ
うに社会に還元されるのかに特に関心がある。たと
えば「3D プリンターでガラス造形物をつくる」の記
事を作成したときには、ガラスの性質を応用して高
レベル放射性廃棄物を処分する手法や社会的な応答
に関して言及したり、3D プリンターでの作品の制作
と伝統工芸の関係を考察したり、多様な意見が見ら
れた（該当のウェブページを図 1 に掲載した）。科学
が社会にどのように受け入れられるか、あるいは拒
絶されるのかを学生のそれぞれが考えることは、科
学コミュニケーションの実践の上で非常に重要であ
る。また、当ゼミナールの目標の一つである「科学
が社会にどのように働きかけるか、また人類にとっ
て科学の進展はどうあるべきかを考える」ための一
端となり、科学論文に示されている事実をいろいろ
な角度から捉える手助けとなり、また多様な考え方
が存在することを知る上で有効な教材になると考え
られる。
今後の課題
　これまで順調に解説記事を送り出し、ゼミナール
に所属する学生のうち、3年生と 4年生のコメントを
掲載することができており、2年生のコメントも掲載
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され始めている。学生のコメントが広く知られると
いう機会を生かして、できるだけ多くのゼミナール
所属学生を掲載したいと考えている。
　このプロジェクトを進めていくにあたり、現時点
でいくつかの課題が明らかとなってきた。一つは、解
説する Nature Video の選定に関することである。前述
のとおり、解説対象とする Nature Video は、月刊誌
Nature ダイジェストに掲載されたものに限っている。
現時点で Nature ダイジェストはどちらかというとゲ
ノムサイエンスを含む医学や生物学が、物理学や化
学分野よりも比較的多く掲載されている。より多く
の話題を掲載することで、より多くの視聴者を捉え
ることができるため、このような科学コミュニケー
ションを推進しようとするウェブサイトにはできる
だけ幅広い分野を取り上げるほうが効果的である。前
述の制約をどのように解消していくことがよいのか、
検討する必要がある。
　また、実際にどのような活用事例があるのかにつ
いて、機会を捉えて調査する必要があると考える。現
時点で、このウェブページは筆者が SSH 校で科学を
英語で学ぶという内容を含む授業や講演を行う際に
活用している。高校生のみならず、大学生であっても、
科学英語を文献によって学ぶことは容易に取り組む
ことができ、科学英語のライティングの教本も多く
出版されている。一方で、海外などでの学会発表や
英語によるプレゼンテーションに直結するような学
習に活用できる教材の選択肢は少なく、特に高校生
にとっては使用されている単語などの面から活用し
にくい。SSH 校における科学英語の指導には、科学
の知識をバックグラウンドとして有する英語の教員
を望んでいるが、そのような教員を確保することは
難しく（田中 2016）、科学英語の教育については試行
錯誤が行われているのが現状である。そのような点
を考慮すると、Nature Video は一般市民向けに制作さ
れているため、使用されている単語も専門用語が豊
富に使われているわけではなく、英語学習教材とし
て十分に活用できる。筆者の SSH 校での授業後、高
校の授業でも当該ウェブサイトを活用しているとい
う話を聞くが、ほかにどのように利用されているか
の事例を収集し、ニーズに合わせてコンテンツを加
えるなどの改善を試みる可能性を探っていきたいと
考える。
　このようなコンテンツ制作は、幅広い分野の記事
を掲載し、長期間にわたって制作スキルを高めてい
くことにより、科学コミュニケーションに必要とさ
れる要素を選別し、さらに視聴者が求める知識を体
系化させるメニューを提示することが可能となる。今
後も引き続きゼミナールでの取り組みの一つとして
進めていきたい。
注
 A）https://www.youtube.com/user/NatureVideoChannel? 
app=desktop
 B）http://www.natureasia.com/ja-jp/ndigest/journal-
information/productreview
 C）http://www.natureasia.com/ja-jp/ndigest/video/
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